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ご
参
照
・
ア
ド
レ
ス
は
本

誌
裏
表
紙
に
掲
出
︶

な
お
、
当
会
会
館
の
�

階
会
議
室
の
概
要
は
次
の

と
お
り
。
①
面
積
＝
約
60

平
方
㍍
︵
縦
�
㍍

㎝
×

90

横
�
㍍

㎝
︶
②
附
帯
物

60

＝
黒
板
�
台
、
演
台
�
台
、

机

個
︵
�
人
掛
け
︶、
椅

15
子

脚
、
マ
イ
ク
�
本
、

50
ア
ン
プ
�
個
、
ス
ピ
ー
カ

ー
�
個
、
ス
ク
リ
ー
ン
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
給
湯

室

法人会ニュース 江 東 ひ が し

掲
︶
の
主
催
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
冒
頭

に
税
務
親
和
会
の
松
本
光
史
会
長

︵
当
会
会
長
︶
が
﹁
江
東
東
税
務
親

和
会
を
構
成
す
る
各
団
体
は
、
事

業
活
動
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に

異
な
る
も
の
の
、
共
通
し
て
そ
の

底
流
に
あ
る
も
の
は
、
税
知
識
の

普
及
、
納
税
意
識
の
向
上
、
円
滑

な
る
税
務
行
政
へ
の
寄
与
で
あ
る

江
東
東
税
務
親
和
会
主
催
の
新

年
賀
詞
交
歓
会
は
、
�
月

日
㈫

27

ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
に
お
い
て
、

当
会
会
員
及
び
他
の
税
務
�
団
体

会
員
あ
わ
せ
て
�
�
	
名
が
参
加

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
は
、
平

成

年
ま
で
、
税
務


団
体
そ
れ

20
ぞ
れ
単
独
に
開
催
し
て
き
た
が
、

効
率
面
、
経
費
面
を
勘
案
し
て
、

税
務


団
体
で
構
成
す
る
江
東
東

税
務
親
和
会
︵
構
成
団
体
名
は
別

平成 27 年 3 月 1 日 第 435 号 (�)

去
る

月
�
日
開
催
の
第
�
回

12

理
事
会
に
お
い
て
、
当
会
会
館
の

�
階
会
議
室
の
貸
出
し
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

貸
出
し
は
、
当
会
の
公
益
目
的

事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
企
業

の
健
全
な
発
展
及
び
地
域
社
会
へ

の
貢
献
と
い
う
趣
旨
で
行
わ
れ
る

も
の
。

貸
出
要
領
の
概
要
は
、
①
貸
出

し
開
始
時
期
＝
本
年
�
月
�
日
か

ら
②
対
象
＝
会
員
・
非
会
員
③
受

付
＝
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り

�
ヶ
月
前
か
ら
先
着
順
④
使
用
申

込
書
＝
受
付
と
同
時
に
所
定
の
使

用
申
込
書
を
提
出
⑤
貸
出
し
不
可

＝
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
休

暇
、
飲
食
の
み
の
使
用
、
反
社
会

的
組
織
、
そ
の
他
使
用
が
不
適
当

と
認
め
ら
れ
る
場
合
⑥
使
用
後
＝

原
状
復
帰
⑦
料
金
＝
別
掲
ご
参
照

︵
詳
し
く
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

法
人
会
会
館
会
議
室
の

貸
出
し
の
ご
案
内

平
成

年
の
幕
開
け

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
く

税
務
�
団
体
主
催

27

の
で
、
今
後
と
も
各
団
体
が
手
を

携
え
て
、
そ
の
推
進
に
努
め
て
い

き
た
い
﹂
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
川
瀬
宏
江
東
東
税
務

署
長
、
池
田
美
英
江
東
都
税
事
務

所
長
ら
来
賓
二
氏
か
ら
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
懇
談
会
か
ら
出
席
の

山
﨑
孝
明
江
東
区
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
・
会
員
と
の
和
や
か
な
懇
談

の
後
、
税
務
親
和
会
の
菅
野
潔
幹

事
︵
江
東
東
間
税
会
会
長
︶
の
中

締
め
で
終
了
し
た
。

な
お
、
こ
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

に
先
立
ち
、
当
会
主
催
の
新
春
講

演
会
が
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
・
大
阪
芸
術
大
学
教

授
の
増
田
明
美
氏
を
講
師
に
迎
え

﹁
夢
を
走
り
続
け
る
女
た
ち
﹂
と

題
し
、
ご
自
身
の
経
験
談
を
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
講
演
い
た
だ

い
た
。

懇談会

挨拶等のセレモニー
挨拶する松本会長

会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

江
東
東
税
務
親
和
会
構
成
団
体

①
江
東
東
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
②
︵
一
社
︶
江
東

東
青
色
申
告
会
③︵
公
社
︶

江
東
東
法
人
会
④
東
京
税

理
士
会
江
東
東
支
部
⑤
東

京
小
売
酒
販
組
合
城
東
支

部
⑥
江
東
東
間
税
会

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

料金は消費税込みの料金です。

非会員

会 員

区分

2,000円

1,500円

午 前

(9：00〜12：00)

3,000円

※13：00〜19：00

4,500円

2,000円

※13：00〜19：00

3,000円

午 後

(13：00〜17：00)

江東東法人会館�階会議室使用料



労
働
紛
争
、
裁
判
は
避
け
た
い

と
こ
ろ
だ
が
、
起
訴
さ
れ
裁
判
で

敗
訴
し
た
場
合
は
会
社
に
と
っ
て

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
も
つ
な
が
り
、

企
業
戦
略
の
足
か
せ
と
も
な
る
。

業
績
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼

法人会ニュース 江 東 ひ が し(�) 第 435 号 平成 27 年 3 月 1 日

税
務
研
究
部
会
は
、
従
来
、
税

法
・
税
務
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
回
は
視
点
を
変
え

て
最
近
と
み
に
見
聞
き
す
る
労
使

ト
ラ
ブ
ル
を
テ
ー
マ
に
し
た
。

研
修
内
容
は
中
小
企
業
の
労
務

管
理
の
あ
り
方
と
し
て

①

労
働
基
準
法
に
お
け
る
労

働
時
間
と
割
増
賃
金
の
根

税
務
研
究
部
会
は

月

日
㈬

12

10

法
人
会
館
に
お
い
て
、﹁
未
然
に

防
ぐ
労
使
ト
ラ
ブ
ル
﹂
を
テ
ー
マ

に
、
社
会
保
険
労
務
士
の
㈱
Ｓ
Ｒ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社
長
・
松
山
正
光

氏
を
講
師
に
迎
え
、
江
東
東
間
税

会
と
合
同
で

名
が
参
加
し
て
研

23

修
会
を
行
っ
た
。

ン
に
よ
る
電
子
申
告
と
聞
く
と
、

Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
な
に
や
ら
難
し
い

通
信
や
認
証
方
法
を
習
得
す
る
必

要
が
あ
り
、
難
解
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
基
本
を
理
解

し
て
、
実
際
に
手
順
に
沿
っ
て
行

え
ば
意
外
と
簡
単
な
よ
う
だ
と
研

修
後
に
話
し
て
く
れ
た
。

電
子
申
告
︵
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
︶
は
、

Ｐ
Ｃ
に
よ
り
確
定
申
告
書
の
作

成
・
送
信
が
で
き
、
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
税
務
署
に
出
向
く
こ
と
な

く
、
自
宅
か
ら
時
間
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
手
軽
に
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
利
便

性
の
高
い
も
の
が
あ
る
。

ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

松
山
講
師
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
に
よ
り
情
報
収
集
が
多
様

化
し
て
い
る
今
日
、
労
働
者
の
意

識
は
格
段
に
変
化
し
て
い
る
と
し
、

訴
え
ら
れ
る
前
に
、
会
社
で
今
、

何
が
出
来
る
の
か
な
ど
の
対
策
を

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

所
得
税
の
確
定
申
告
期
を
前
に

�
月

日
㈭
源
泉
部
会
・
税
務
研

22

究
部
会
合
同
の
研
修
会
が
行
わ
れ

名
が
参
加
し
た
。

15
内
容
は
﹃
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る

確
定
申
告
﹄。

江
東
東
税
務
署
・
個
人
課
税
第

�
部
門
、
甲
斐
上
席
調
査
官
を
講

師
に
、
Ｐ
Ｃ
を
�
人
�
台
使
っ
て

確
定
申
告
書
の
作
成
を
体
験
し
た
。

甲
斐
上
席
調
査
官
は
、
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
の
入
力
、
医
療

費
控
除
の
入
力
、
寄
附
金
控
除
の

入
力
の
仕
方
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
説
明
、
指
導
し
て
く
れ
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
オ
ン
ラ
イ

﹃
ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告
﹄

源
泉
部
会
・
税
務
研
究
部
会
合
同
研
修
会

スマートフォン等でe-Taxがご利用いただけるようになりました。

﹃
未
然
に
防
ぐ
労
使
ト
ラ
ブ
ル
﹄

税
務
研
究
部
会
・
江
東
東
間
税
会
合
同
研
修
会

拠

②

時
間
外
労
働
時
間
と
割
増

賃
金
の
考
え
方

③

年
俸
制
を
採
用
し
た
場
合

の
労
働
時
間
と
割
増
賃
金

の
考
え
方

④

固
定
残
業
手
当
の
設
定
に

当
た
っ
て
の
根
拠

⑤

管
理
監
督
者
の
時
間
外

労
働
と
割
増
賃
金

以
上
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
を
想

定
し
た
注
意
点
、
ま
た
い
く
つ

か
の
裁
判
事
例
を
参
考
に
﹁
ど

う
し
て
訴
え
ら
れ
た
か
﹂﹁
ど

う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
﹂
を

検
証
し
て
い
た
だ
い
た
。

講師の松山正光氏

労働紛争事例の新聞で解説

講師の甲斐上席調査官

PCを使って入力中

熱心に聞き入る参加者
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頼
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
応
募
の
あ
っ
た
小

学
校
は
、
昨
年
度
の
大
島
南
央
、

第
四
大
島
の
�
つ
の
小
学
校
に
加

え
、
新
た
に
大
島
第
一
小
学
校
が

応
募
さ
れ
�
校
と
な
り
、
応
募
作

品
数
も
�
�
�
作
品
と
、
昨
年
度

の

作
品
よ
り
も
大
幅
に
増
え
た
。

60そ
の
後
、

月
初
旬
に
江
東
東

10

税
務
署
の
協
力
を
得
て
、
応
募
作

昨
年
度
か
ら
女
性
部
会
の
租
税

教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
管
内
小

学
校
の
�
年
生
・
�
年
生
の
高
学

年
生
徒
を
対
象
に
﹁
税
の
絵
は
が

き
﹂
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
、
昨
年
�
月
�
日
を

募
集
締
め
切
り
と
し
て
、
�
月
	

日
か
ら
女
性
部
会
役
員
及
び
事
務

局
職
員
が
分
担
し
、
管
内
の
五
つ

の
小
学
校
を
訪
問
し
て
応
募
の
依

平成 27 年 3 月 1 日 第 435 号 (
)

国税の申告と納税はe-Taxで

と
選
考
さ
れ
た
。

江
東
東
税
務
署
長
賞

長
内
一
紗
さ
ん
︵
大
島
南
央
小

学
校
�
年
生
︶

江
東
東
法
人
会
長
賞

大
塚

悠
さ
ん
︵
第
一
大
島
小

学
校
�
年
生
︶

江
東
東
法
人
会
女
性
部
会
長

賞
加
納
遥
音
さ
ん
︵
第
四
大
島
小

学
校
�
年
生
︶

優
秀
作
品
︵

作
品
︶

10

塩
﨑
あ
い
さ
ん
︵
第
一
大
島
小

学
校
�
年
生
︶、
俣
野
美
樹
さ
ん

︵
同
�
年
生
︶、
能
登
大
吾
郎
さ
ん

︵
大
島
南
央
小
学
校
�
年
生
︶、
平

田
清
乃
さ
ん
︵
同
同
︶、
佐
々
木
千

穂
さ
ん
︵
同
�
年
生
︶、
青
木
理
紗

子
さ
ん
︵
第
四
大
島
小
学
校
�
年

生
︶、
沼
田
萌
さ

ん
︵
同
同
︶、
金
子

航
大
さ
ん
︵
同
同
︶、

小
川
翼
さ
ん
︵
同

同
︶、
小
笠
原
秀

太
さ
ん
︵
同
同
︶

な
お
、
こ
れ
ら

作
品
の
う
ち
江
東

東
税
務
署
長
賞
を

受
賞
さ
れ
た
長
内

一
紗
さ
ん
に
は
、

昨
年

月
�
日
、
江
東
東
税
務
署

12

の
潮
見
副
署
長
が
長
内
さ
ん
の
小

学
校
に
訪
問
し
て
、
長
内
さ
ん
本

人
に
江
東
東
税
務
署
長
の
賞
状
を

贈
呈
し
た
。

ま
た
、
江
東
東
税
務
署
長
賞
、

江
東
東
法
人
会
長
賞
、
江
東
東
法

人
会
女
性
部
会
長
賞
の
�
賞
受
賞

小
学
生
か
ら

作
品
の
応
募

税
の
絵
は
が
き

260

品
の
厳
正
な
審

査
が
行
わ
れ
、

次
の
生
徒
の
作

品
が
優
秀
作
品

大塚 悠さん

江東東法人会長賞

作
品
は
東
京
法
人
会
連
合
会
︵
略

称
﹁
東
法
連
﹂︶
が
主
催
す
る
﹁
税

の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
に
出

展
さ
れ
、
�
月

日
に
東
法
連
女

26

性
部
会
連
絡
協
議
会
長
賞
な
ど
優

秀
作
品
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。︵
起
稿
＝
平
成

年
27

	
月

日
︶

30

イ
ー
タ
君
て
ぬ
ぐ
い
を
配
布

支
部
研
修
会
で

当
会
で
は
円
滑
な
税
務
行
政
に

寄
与
す
る
観
点
か
ら
、
ｅ
-Ｔ
ａ

ｘ
の
利
用
推
進
に
努
め
て
い
る
が
、

そ
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、
支
部

研
修
会
の
昨
年

月
実
施
分
か
ら
、

11

ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

あ
る
イ
ー
タ
君
の
手
ぬ
ぐ
い
を
参

加
者
に
配
布
し
て
い
る
。

手
ぬ
ぐ
い
に
は
、
イ
ー
タ
君
が

頭
に
鉢
巻
き
、
は
っ
ぴ
姿
、
下
駄

履
き
と
い
う
い
で
た
ち
で

人
34

︵
？
︶
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
可
愛
ら
し
い
手
ぬ
ぐ
い
で
、

ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
の
よ
り
一
層
の
利
用

拡
大
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

長内一紗さん

江東東税務署長賞

加納遥音さん

江東東法人会女性部会長賞

イータ君手ぬぐい
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

の
消
防
署
隣
の
お
店
と
�
軒
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
寂
し
が
る
。

昭
和

年
に
今
の
お
店
の
隣
に

37

あ
る
敷
地
を
借
り
て
小
さ
な
店
を

始
め
、
昭
和

年
に
現
在
の
場
所

45

が
売
り
に
で
た
た
め
思
い
切
っ
て

購
入
し
た
と
の
こ
と
。
庄
一
さ
ん

の
﹁
店
を
継
が
せ
て
欲
し
い
﹂
と

の
申
し
出
に
﹁﹃
玉
川
屋
の
倅
が
﹄

っ
て
言
わ
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な

る
な
﹂
と
言
い
一
緒
に
店
を
や
る

こ
と
に
な
っ
た
と
福
三
さ
ん
は
当

時
を
振
り
返
る
。

そ
ん
な
�
人
の
蕎
麦
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
は
、
そ
ば
粉
は
常
陸
の

秋
蕎
麦
と
北
海
道
旭
川
の
�
割
蕎

麦
、
そ
ば
つ
ゆ
に
使
う
削
り
節
は

毎
日
店
で
削
っ
て
い
る
と
い
う
。

福
三
さ
ん
に
﹁
玉
川
屋
﹂
さ
ん

の
由
来
を
尋
ね
る
と
、
�
�
�
年

も
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
昔
、
小

松
川
橋
の
袂
で
往
来
す
る
馬
車
や

旅
人
の
よ
き
休
息
所
と
し
て
そ
ば

屋
を
始
め
た
と
い
う
。
そ
こ
で
修

行
を
し
た
親
族
が
同
じ﹁
玉
川
屋
﹂

の
暖
簾
で
次
々
に
店
を
出
し
、
嘗

て
は
亀
戸
地
区
に
は
�
店
舗
あ
っ

た
。
し
か
し
今
は
京
葉
道
路
沿
い

連 載連
載
	
回
目
と
な
る
今
回
は
、

野
﨑
亀
戸
第
�
支
部
長
が
推
薦
す

る
蕎
麦
処
﹁
玉
川
屋
︵
た
ま
が
わ

や
︶﹂
さ
ん
を
訪
問
し
た
。

お
店
は
、
亀
戸
駅
か
ら
十
三
軒

通
り
︵
明
治
通
り
︶
を
北
に
進
ん

で
蔵
前
通
り
を
渡
っ
た
所
に
あ
る
。

暖
簾
を
潜
る
と
�
人
用
、
�
人

用
の
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り

席
、
奥

34

に
は
お
座
敷
も
あ
り
、
宴
会
や
打

ち
合
わ
せ
な
ど
に
も
ゆ
っ
く
り
で

き
そ
う
だ
。

店
主
は
﹁
玉
川
屋
﹂
二
代
目
、

田
中
庄
一
さ
ん
︵

才
︶。
庄
一

51

さ
ん
が
調
理
し
、
お
母
さ
ん
二
三

子
︵
ふ
み
こ
︶
さ
ん
が
素
早
く
お

客
さ
ま
に
運
ぶ
。
ひ
っ
き
り
な
し

に
入
る
出
前
は
初
代
、
お
父
さ
ん

の
福
三
︵
ふ
く
ぞ
う
︶
さ
ん
︵
80

才
︶
と
若
い
従
業
員
さ
ん
が
担
当

し
て
い
る
。
昼
の
時
間
は
庄
一
さ

ん
の
奥
様
も
ホ
ー
ル
を
手
伝
い
に

来
る
と
い
う
繁
盛
店
だ
。

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店

⑥

蕎
麦
処

玉
川
屋

亀
戸
第
�
支
部
長
ご
推
薦

メニューの絵を見ても楽しめる

左から福三さん、庄一さん、二三子さん

蔵前通りに面した入口

お勧め玉ちゃんサラダ

推薦の野﨑支部長

お
店
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、
蕎

麦
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
�
年
を
通

じ
て
﹃
鍋
焼
き
う
ど
ん
﹄︵
�
�
�

�
円
︶
や
﹃
カ
レ
ー
南
蛮
う
ど
ん
﹄

︵
�


�
円
︶。
他
に
も
丼
物
や
定

食
、
酒
の
友
も
充
実
し
て
い
る
。

特
に
揚
げ
た
蕎
麦
が
乗
っ
て
い
る

﹃
玉
ち
ゃ
ん
サ
ラ
ダ
﹄︵
	
�
�
円
︶

も
お
勧
め
だ
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
写
真
だ
け
で
な

く
、
庄
一
さ
ん
が
自
ら
描
い
た
料

理
の
絵
が
載
っ
て
い
て
目
で
楽
し

め
る
し
、
ど
れ
も
食
べ
て
み
た
く

な
る
絵
だ
。
庄
一
さ
ん
は
﹁
梅
屋

敷
、
香
取
神
社
ご
参
拝
な
ど
に
お

越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
﹂
と
照
れ
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
。

玉
川
屋
さ
ん
は
美
味
し
い
蕎
麦
を

安
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
！
を
モ

ッ
ト
ー
に
毎
日
頑
張
っ
て
い
る
。

人気の鍋焼きうどん

住
所
：
亀
戸
�
-

-
19

14

電
話
：
�
	


�
-
�
�
�
�

時
間
：

時
～

時

分

11

20

30

休
業
日
：
木
曜
日

交
通
：
亀
戸
駅
徒
歩
�
分

定番の天ざる



目
黒
区
下
目
黒
羅
漢
寺
の
嘉
永
�

年
︵
一
八
五
一
︶
鋳
造
の
天
水
桶
、

文
京
区
小
石
川
茗
荷
谷
深
光
寺

法人会ニュース 江 東 ひ が し

先
駆
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

釜
六
と
釜
七
の
住
居
付
近
の
横

十
間
川
筋
を
釜
屋
堀
と
い
う
が
、

こ
の
川
の
修
理
監
督
は
両
家
が
鋳

物
材
料
な
ど
船
便
で
運
搬
し
川
を

利
用
す
る
報
償
の
意
味
で
負
担
し

て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

釜
六
の
初
代
六
右
衛
門
は
正
次

と
名
の
り
、
寛
永

年
︵
一
六
四

17

〇
︶
江
戸
に
出
府
、
延
宝
�
年
︵
一

六
七
七
︶
に
朝
廷
か
ら
﹁
近
江
大

禄
﹂
の
称
号
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ

以
後
は
﹁
太
田
近
江
大
禄
藤
原
正

次
﹂
の
名
を
そ
の
作
品
銘
と
し
て

い
る
。
代
々
子
孫
も
こ
の
称
号
を

も
ち
い
た
の
で
あ
る
。

初
代
釜
六
の
作
品
は
、
九
品
仏

浄
真
寺
︵
世
田
谷
区
︶
に
寺
宝
﹁
飛

び
茶
釜
﹂
が
あ
る
。
代
々
の
作
品

が
現
在
都
内
に
多
く
現
存
し
て
い

る
。
代
表
的
作
品
は
、
墨
田
区
回

向
院
の
宝
永
�
年
︵
一
七
〇
五
︶

鋳
造
の
大
仏
像
、
台
東
区
浅
草
寺

弁
天
山
の
元
禄
�
年︵
一
六
九
二
︶

鋳
造
の
梵
鐘
な
ど
が
あ
る
。
釜
六

家
は
十
一
代
正
寿
の
と
き
明
治
初

年
廃
業
し
た
。

釜
七
家
は
田
中
氏
を
称
し
、
そ

の
初
代
は
釜
六
と
同
郷
出
身
に
し

て
、
二
人
と
も
江
州
で
免
状
を
受

釜
屋
跡
・
釜
六
と
釜
七

大
島
一
丁
目

こ
の
釜
屋
跡
と
い
う
の
は
江
戸

時
代
に
鋳
物
師
太
田
氏
釜
屋
六
右

衛
門
︵
釜
六
︶
と
田
中
氏
釜
屋
七

右
衛
門
︵
釜
七
︶
の
工
場
と
住
居

が
あ
っ
た
跡
で
、
現
在
の
釜
屋
堀

公
園
か
ら
南
へ
小
名
木
川
の
岸
ま

で
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
。

江
戸
開
府
後
、
急
激
な
大
都
会

出
現
に
応
じ
て
多
数
の
生
産
者
が

必
要
と
な
り
、
そ
の
要
請
で
釜
六

と
釜
七
の
両
家
が
近
江
︵
滋
賀
県
︶

の
国
か
ら
江
戸
に
で
て
、
幕
府
の

日
用
品
と
一
般
向
き
の
鍋
釜
を
つ

く
り
、
の
ち
に
梵
鐘
、
仏
像
、
天

水
桶
な
ど
を
鋳
造
し
た
。
こ
こ
で

作
ら
れ
る
釜
は
﹁
深
川
の
釜
﹂
と

よ
ば
れ
る
名
声
を
博
し
た
。

釜
六
は
、
は
じ
め
芝
に
い
た
が

増
上
寺
敷
地
拡
張
の
た
め
、
大
島

村
に
移
り
、
鋳
造
業
を
営
み
江
戸

時
代
末
期
に
お
よ
ん
だ
。

当
区
内
に
お
い
て
工
業
発
展
の

▼
春
に
な
る
と

想
い
出
す
。
大

阪
伊
丹
空
港
の

隣
町
、
池
田
の

銘
酒
﹁
呉ご

春
し
ゅ
ん

﹂

を
、
駅
前
の
馴
染
み
の
居
酒
屋
の

親
父
さ
ん
が
ド
ー
ン
と
一
本
出
し

て
く
れ
た
。
こ
れ
が
飲
み
た
く
て

出
張
の
度
に
よ
く
通
っ
た
。
大
阪

湾
で
採
れ
る
な
ぜ
か
蛸
が
抜
群
に

旨
い
店
だ
っ
た
。
店
の
名
前
に
も

タ
コ
が
付
い
て
い
た
。
大
阪
湾
の

魚
肴
は
ど
れ
も
が
旨
い
。

▼
﹁
大
体
な
あ
、
関
東
モ
ン
が
飲

む
か
ら
、
地
元
に
無
く
な
っ
て
し

マ
う
ん
ジ
ャ
ー
い
﹂。
店
の
奥
か

ら
酔
っ
払
い
の
デ
カ
イ
声
。
店
の

中
を
ピ
リ
ッ
と
し
た
空
気
が
流
れ
、

し
ば
し
沈
黙
が
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�。

エ
ー
ッ
？
そ
の
男
が
こ
っ
ち
に
来

た
。﹁
オ
イ
！
オ
レ
に
も
飲
ま
せ

て
く
れ
﹂。

店
の
中
が
い
つ
も
の
賑
わ
い
に
戻

っ
た
。

▼
今
年
は
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

年
が
経
つ
。
震
災
前
の
出
来
事

20で
あ
る
が
、
そ
の
気
の
合
っ
た
酔

人
と
は
未
だ
会
え
な
い
。
も
う
一

度
、
銘
酒
﹁
呉
春
﹂
を
飲
み
交
わ

し
た
い
。

︵
Ｍ
︶

け
た
鋳
物
師

人
の
う
ち
の
一
人

36

だ
っ
た
。
二
人
は
同
時
に
江
戸
に

き
て
住
居
も
同
じ
場
所
で
あ
っ
た
。

そ
の
作
品
も
釜
六
と
同
じ
よ
う
に

鍋
釜
を
主
と
し
、
の
ち
に
は
梵
鐘
、

仏
像
、
天
水
桶
な
ど
も
鋳
造
し
た
。

そ
の
作
品
の
現
存
は
少
な
い
が
、
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︵
滝
沢
馬
琴
の
墓
所
︶
の
文
政
�

年
︵
一
七
九
四
︶
鋳
造
の
天
水
桶
、

当
区
亀
戸
	
丁
目
浅
間
神
社
の
明

治

年
︵
一
九
〇
〇
︶
鋳
造
の
天

33
水
桶
が
の
こ
っ
て
い
る
。
明
治
末

年
の
こ
ろ
廃
業
し
た
。

将
軍
が
江
東
方
面
へ
出
遊
の
と

わがまち
城東
その14

連載

現在の釜屋跡

き
に
は
、
た
き
だ
し
用
の
鍋
釜

を
提
供
し
、
寛
政
�
年
︵
一
七

九
四
︶
の
家
斉
の
小
金
原
鹿
狩

の
と
き
に
は
、
両
家
か
ら
狩
場

用
の
鍋
釜
を
さ
し
だ
し
た
と
つ

た
え
て
い
る
。

現
在
両
家
の
歴
代
の
墓
は
世
田

谷
区
烏
山
源
正
寺
に
あ
る
。

︵
昭
和

年
当
時
の
原
文
で
掲
載
︶

60

第
�
回

通
常
総
会
の
ご
案
内

開
催
日
：
�
月
�
日
㈫

会

場
：
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

�
階
﹁
カ
ー
サ
﹂

第
�
部

第
	
回
通
常
総
会
︵
午
後
	
時
～
同
�
時

分
︶

30

第
�
号
議
案

平
成

年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

26

第
�
号
議
案

平
成

年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

26

第


号
議
案

賛
助
会
員
の
会
費
改
訂
︵
案
︶
承
認
の
件

第
	
号
議
案

役
員
改
選
︵
案
︶
承
認
の
件

報
告
事
項
�

平
成

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

27

報
告
事
項
�

平
成

年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

27

第
�
部

懇
談
会
︵
午
後
�
時

分
～
︶

45

会

費
：
無
料

※

本
誌
�
月
号
に
正
式
な
ご
案
内
状
を
同
封
し
ま
す

ЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯ

ЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯ

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я
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平成27年度 国税専門官募集

国税専門官とは、国税局や税務署において、税務のスペシャリストとして法律・経済・会計等

の専門知識を駆使し、適正な課税を維持し、また租税収入を確保するための事務を行います。

◇受験資格 � 昭和60年�月�日〜平成�年�月�日生まれの者

� 平成�年�月�日以降生まれの者で次に掲げるもの

⑴ 大学を卒業した者及び平成28年�月までに大学を卒業する見込みの者

⑵ 人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認める者

◇申込手続 � インターネット申込み（原則、インターネット申込みとなります。）

⑴ 受付期間

平成27年�月�日㈬
時〜平成27年�月13日㈪［受信有効］

⑵ 受験案内（インターネット申込用）交付期間

平成27年�月�日㈪〜平成27年�月13日㈪

⑶ 受験案内（インターネット申込用）交付場所

東京国税局又は最寄りの税務署若しくは人事院各地方事務局（所）


 人事院ホームページからもダウンロードすることができます。

[http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm]

� インターネット申込みができない場合（受験申込書を郵送又は持参）

⑴ 受付期間

平成27年�月�日㈬〜平成27年�月�日㈭

［平成27年�月�日㈭までの通信日付印有効］

⑵ 受験申込書・受験案内（郵送・持参申込用）交付期間

平成27年�月�日㈪〜平成27年�月�日㈭

⑶ 受験申込書・受験案内（郵送・持参申込用）交付場所

東京国税局又は最寄りの税務署若しくは人事院各地方事務局（所）

◇試 験 日 第�次試験 平成27年�月�日㈰

第�次試験 平成27年�月14日㈫〜平成27年�月22日㈬のうち指定された日時

� 詳細については、お気軽に江東東税務署総務課（TEL03−3685−6311内線2011）までお尋ねください。

江東東税務署管内の法人企業の皆様へ
江東東税務署

御社の従業員の皆様への確定申告に関する情報提供のお願い
∼国税庁ホームページで申告書が作成できます∼

国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）では、確定申告に関する各種の情報を入手することができる「確

定申告特集ページ」が開設されており、その中の「源泉徴収義務者の方へ」に、給与所得者の皆様へのお

知らせ「あなたの確定申告をサポートします」が掲載されています。これは、確定申告をする給与所得者

の方に、申告書作成に便利な「確定申告書等作成コーナー」等を御案内するものです。

つきましては、国税庁ホームページから「あなたの確定申告をサポートします」のデータをダウンロー

ドいただき、御社の従業員の皆様に回覧、メール配信、電子掲示板への掲載などの方法で情報提供してい

ただくよう御協力をお願いいたします。

「あなたの確定申告をサポートします」データの入手方法

① 国税庁ホームページのトップページにある「確定申告特集」のバナーをクリック

② 「源泉徴収義務者の方へ」をクリック

③ 「確定申告特集ページご案内の情報データ」中のファイルをダウンロード

（�種類のファイルの中からお選びください。）
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�月
�日㈭ 決算法人説明会 午前の部 午 前 10 時

午後の部 午 後 � 時

カメリアプラザ

〃

18日㈬ 源泉部会 研修会

内容：「源泉所得税の基礎知識」

講師：江東東税務署担当官

午 後 � 時 法 人 会 館

19日㈭ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

26日㈭ 第�回 理事会 午後�時30分 法 人 会 館

�月
�日㈬ 東砂第�支部研修会 午後	時30分 東 砂 北 集 会 所


日㈫ 東砂第�支部研修会 午 後 	 時 東砂南地区集会所

14日㈫ 南砂第�支部研修会 午前10時30分 南砂北地区集会所

15日㈬ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

決算法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

21日㈫ 女性部会 第48回 通常総会 午後�時30分 法 人 会 館

24日㈮ 青年部会 第44回 通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館

27日㈪ 第�回理事会 午 後 � 時 法 人 会 館

�月

12日㈫ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

14日㈭ 新設法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

21日㈭ 亀戸第�支部研修会 午前10時30分 亀戸東地区集会所

◎内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを

ご覧になって下さい。

◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは次まで。 ☎03-3684-2303

◀行 事 予 定▶

P-B10031
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管内法人数 4,511社 法人会員数 1,885社 加入率 41.79％（平成27年�月31日現在)

／／ ／バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／


